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令和４年１１月１５日  

東 北 運 輸 局  
 

バス運転者の意識喪失による事故を未然に防ぎます  
～「ドライバー異常時対応システム」体験会を開催します～ 

 

 事業用自動車における運転者の意識喪失に起因する事故は、令和３年には東北運輸局管内

で５件発生しております。 

 特にバスにおいては、１台で多くの乗客を輸送することから、運転者の意識喪失が発生す

ると極めて重大な事故となる可能性が非常に高いものと考えられます。 

 東北運輸局では、運転者の健康状態などの異常により運転の継続が困難な場合に、バスを

自動的に停止させる「ドライバー異常時対応システム」の体験会をバス事業者を対象として

開催します。 

システム作動時のバスの挙動を体験していただき、バス利用者や運転者への周知に繋げる

ことにより、事故の未然防止に努めてまいります。 

 「ドライバー異常時対応システム」のイメージは別紙パンフレットのとおりです。 

 

                     

【 開 催 概 要 】 

 １．開催日時 令和４年１１月２２日（火）１５：３０～１６：３０（１５：００開場） 

 

 ２．開催場所 宮城県総合運動公園グランディ・２１ 第７駐車場 

        （宮城県宮城郡利府町菅谷字舘４０－１） 

 

 

 
※当日の取材を希望される方は、11月21日（月）17:00までに問い合わせ先にご連絡ください。 

  荒天等による中止に関しましては、当日14:00まで判断しますので、問い合わせ先までご確認願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北運輸局では、バスのより一層の安全安心をめざし、（公社）宮城県バス協会及び県内

バス事業者と連携して、バスのドライバーが疾病等により運転継続困難となった際に車両を

緊急停止させる「ドライバー異常時対応システム」の体験会を開催します。 

 

【問い合わせ先】 

 国土交通省東北運輸局自動車技術安全部 

  保安・環境調整官 泉、鹿島 

 ＴＥＬ：０２２－７９１－７５３４ 

  

 



《発表記者会：東北電力記者会、宮城県政記者会》 

システムのパンフレット 

 

別 紙 

 

 

 


